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NECの標準化への取り組み

NECは、標準規格の作成・普及からOSS活動まで、デジュール・フォーラム等多数の
標準化関連団体に参加し、重要委員会では議長、副議長職も務めている。
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オープンな標準化の考え方

• NECの取り組みは、ITU-T等のデジュールだけでなくIETF等各種フォーラ
ム活動も重視しており、グローバルな貢献をヨーロッパ、北米のグループ
会社と連携して行っている。

• NECはオープンな標準策定に取り組んでおり、国内での技術開発をベー
スにグローバルスタンダードへの貢献を行っている。

• NECは、国内標準化に海外ベンダが自由に参加し、オープンな標準化プ
ロセスであるべきと考えている。

１）標準化の意義
要件例示：誰のために、何のために、いつまでの何を定めたものなのか等が明確になっている。
２）参加資格
要件例示：合目的的でかつ妥当、また明確な参加要件が定められている。参加者募集の手段が妥当
なものである。
３）審議過程
要件例示：審議過程は公開されているのか、誰に対して公開されているのか、記録は保存されている
のか（いつまで確認可能なのか）等
４）審議結果
要件例示：審議結果は公開されているのか、誰に公開されているのか、公開手段は等
５）関連地財の取り扱い
要件例示：無償、RAND等

オープンな標準化のポイント
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•海外ベンダとの協業

•システム制御等コア機能

のプラットフォーム化

•規模による低価格化の訴求

•操作性、汎用性の向上

•ユーザニーズの実現

•文化・慣習の取り込み

ユーザ視点の考え方

• NECは、オープンな標準への取り組みに賛成し、ユーザ視点重視のスタン
スも賛成・推進している。

• NECが取り組むユーザ視点とは、個々の製品のユーザ利便性を重視した
製品開発であり、製品仕様のローカライズを伴う。

• 経済化を訴求するため規模を拡大するグローバライズと、個々のユーザ
ニーズにマッチさせるためのローカライズはバランスよく製品化する必要
があり、NECはオープンな標準をベースに、プラットフォーム化、モジュール
化等の技術で対応している。

ユーザ視点
(ユーザメリット)

ベンダ視点
(ベンダメリット)

グローバライズ

ローカライズ

•差異化による製品競争力
強化

•サービスAPLのカスタマイズ

オープン標準を
ベースに製品化

PF化技術

モジュール化技術
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今日本として取り組むべき標準化施策

促進すべき方向性

エネルギー、気候変動等の地球規模の課題を解決するため、
ICTを用いたGHG削減への取り組みを強化すべき。

日本として支援すべき案件

•日本特有でなくグローバル環境で検討すべき案件

•日本単独では実現できず、海外プレーヤーとの協業・協調が
必須な案件

•日本の技術を生かして、開発途上国への貢献ができる案件

•標準化プロセスとして、オープンでユーザ視点であること

これらの要件を満たす標準化施策として、センサーネットワーク
関連技術の標準化推進を提案する。
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センサーネットワークとは

IPネットワーク

フロントエンド
システム

バックエンド
システム データベース

システム

モバイル

情報の整理（マイニング）と
蓄積

遠隔制御，監視

直接接続

既存システムでは得られなかったより詳細な情報が収集可能になる

無線センサネットワーク

ゲートウェイ
（エッジサーバ）

リアルの生情報の
センシング

温度，湿度，圧力，振動，歪み・・・・

リアルのセンサ情報を受
け、ＩＰ世界へ送信

情報の統合管理

無線センサ

無線センサ

無線センサ

◆センサーネットの
主な通信規格
・特定小電力無線
・微弱無線
・ZigBee
・UWB
・Bluetooth

センサ、信号処理、通信の3つの機能を備えた端末LSI(センサ・チップ)を様々なものに配置することに

よってネットワークを形成し、センシングした情報をネットワークで管理システムに伝達するシステム。

センサーネットワークは、流通・製造・エネルギー（スマートグリッド）等へ幅広
い応用が可能で、インフラの効率化によりGHG削減に直接的に貢献できる。

サーバシステム
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まとめ

• NECは、センサーネットワーク関連技術の標準化を推進するため、オープ
ンなフォーラムの設立を提言したい。

• NECは、センサーネットワーク技術開発・普及を促進するため、欧州、北
米等のベンダ、キャリアにも、NECが推進する活動への参加を呼びかけ
たい。

• センサーネットワークのオープンな標準化促進と、開発された技術を開発
途上国へ普及促進するために、日本政府のご支援をお願いしたい。

• NECは、日本の優れた環境技術を生かしたセンサーネットワークをグロー
バルに普及させ、地球的規模の問題解決のためのリーダシップを発揮し
たいと考えている。

NECの標準化の基本方針は、オープンな標準の推進であり、ユーザ
視点・ユーザメリットを重視した製品化を目指している。

オープンな標準化の具体的な一つの提言




